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この書は， Hans Sarre の主宰の下に行なわれた第 10回 1nternationa1es 
Symposion der Deutschen Gesellschaft fur Fortschritte auf dem Gebiet 
der 1nneren Medizin (Freiburg)で討議された主題“ Niereund Stoffwechse1-
krankheiten"についての発表論文を集録したものである。内容は 5項目に大別
され， 1. Diabetes und Niere 11. Experimentelle klinik II1. Gicht und 
Niere 1V. Amy1oidose und Niere V. Diskussionより構成されている。そ
の主要な点を略述すると， Diabetes und Niereでは，主として糖尿病性腎症の
病理，成因が討議されている。本症の糸球体硬化の病変は， mesangiumの増生
に始まり，次第に末梢の毛細管係蹄基底膜の肥厚にまで進展し，その完成像が，
本症に特異的と目される紡節性病変 (Kimme1stie11936)とされ，なお，基底膜
肥厚には，計測上t寵患年数ならびに加令が関与されるとしている。本症の成因に
は現在，代謝説一一インスリン作用不全による代謝異常の結果，腎糸球体に糖蛋
白，ムコ多糖類の増加ーーが有力視されているが，今回の討議でも代謝説を重視
するも，これにインスリンを抗原とする免疫学的機序の関与する可能性も，動物
実験を根拠として論議されている。 Experimentellek1inikでは新らしい抗糖尿
病薬 Glisoxepid(BS 4231)の作用機序，臨床効果が他の経口糖尿病薬と比較検
討されている。 Gichtund Niereでは，痛風腎の病理学的特徴として Niere-
nmark での Tophusの存在が強調され，その発生は間質に始まるとし，この
腎における Gichttophusは，乳頭硬化を怠起し，腎結石および腎孟腎炎，さら
に細動脈硬化とも関連して，腎性高血圧の発生を促し，腎傷害を増強するものと
論ぜられている。次に最近発見された Allopurino1の薬理学的作用が述べられ，
この薬剤は生体内で XanthinOxidase 1nhibitorとして働き尿酸生成を抑制す
るが，この際増加する Oxypurine(Hypoxanthine+Xanthine)はその腎クリ
アランスが糸球体漉過量に近似するほどで，そのため速やかに尿中に排池される
ので，腎機能が高度に障害されない限り，体内には蓄積されないことが最近明ら
かにされたとしている。 Amyloidoseund Niereでは，先づ Amyloid構造と
して， Periodic rod componentsと Amy loidfi brillenとが述べられ， Fibrillen 
はその分子構造の解析より免疫グロプリンの lightchain ないし恐らくはまた 
heavy chainの fragmentsに由来するものと考えられるとされ，従って，その
発生は，躍患臓器で局所的に網内系細胞により産生沈着される。それ故， Nieren-
amyloidoseにおいては，糸球体では mesangiumに先づ認められ，さらに尿細
管上皮細胞下および尿細管周囲間質にも沈着がみられる。全身性 Amyloidose
は， Periretikulareならびに Perikollageneに大別されるが， N ierenam y loidose 
では，前者に高率 (85，. 100%)，後者により低率 (30，-， 50%)に認められる。
また，ネフローゼ症候群の病因の約 9%が本症で、占められているので，臨床上
本症の疑われる場合は，直腸および腎の生検により確診する必要があると強調さ
れている。以上，近年，注目されている代謝性疾患の腎障害を主題として， 
Volhard 門下の Sarre がこのシンボジアム発祥のj也 Freiburg (第 1I日は 
Heilmyerによ!?1963年に開催)で国際シンポジアムを盛大に開催したことは，
極めて時宜を得たものであろう。(東条静夫)
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